


  

特定外来生物へのマイクロチップ埋込み技術マニュアル 
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Ⅰ．はじめに 

 

 

 平成 17 年 6 月 1 日、特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律、い

わゆる「外来生物法」が施行されます。本法は、我が国の生態系、人の生命・身体、農

林水産業に被害を及ぼし、又は及ぼすおそれのある外来生物を「特定外来生物」として

指定し、その飼養・栽培・保管・運搬、輸入、売買・譲渡し、野外へ放つこと等を禁止

し、さらに、必要に応じて防除の取組を進めていくことにより、特定外来生物による我

が国の生態系等に係る被害を防止しようとするものです。 
 特定外来生物に指定された生物を、国内で飼養、栽培、保管又は運搬しようとする人

は、主務大臣による許可を得ておかなければなりません。この許可は、飼養等の目的が、

学術研究、展示などの場合であって、特定外来生物が外部に逸出することのないような

基準を満たした施設の中で飼養等する場合に限り、許可されることとなっています。ま

た、新たに愛玩目的で特定外来生物を飼養等することは許可されないこととなっていま

すが、特定外来生物の指定の際、既に飼養等されていた個体に限り、引き続き、許可を

受けて飼養等を継続することができることとされています。 
  
このようにして許可を受けて飼養等する場合、許可を受けたことを明らかにするため

の識別措置を講じることが義務づけられています。その具体的な方法として、哺乳類や

爬虫類などの生物に対しては、ＩＳＯ規格のマイクロチップを特定外来生物に埋込むこ

とが有効な方法の一つと考えられています。 
 

 本マニュアルは、特定外来生物の個体識別措置としてマイクロチップの利用を促進す

るため、特定外来生物への注入方法や生物の保定方法についての技術マニュアルとして

作成されたものです。外来生物法に基づく特定外来生物の適正管理を進めていく上で、

全国で広くマイクロチップの利用が可能になることが重要です。本マニュアルの活用に

より、特定外来生物へのマイクロチップの埋込みが広く普及し、外来生物法の適切な運

用が進められるようになることを期待しています。 
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